
(57)【要約】

　【課題】　表面温度の上昇を抑え、高感度の診断画像

を得ることができる超音波探触子を提供する。

　【解決手段】　超音波を送受信する圧電素子１００と

、送信される超音波を集束し被検体に当て、反射される

超音波を受ける音響レンズ１０２と、圧電素子と音響レ

ンズとの間に位置し、それらの間で送受信される超音波

及び反射超音波を伝搬させる音響整合層１０１と、圧電

素子と接し固定させる背面負荷材１０４とからなる超音

波素子部１０５と、超音波素子部を収納する筺体１０６

と、筺体に収納され、背面負荷材に接し、それを介して

伝わる圧電素子の駆動による熱を筺体内に放熱させる放

熱材１０７と、筺体内で超音波素子部及び放熱材を保持

する充填材１０８と、放熱材に接し、音響整合層と音響

レンズとを結合させ、それらの間で発生する熱を放熱材

を介し筺体内に放熱する熱伝導率が０．９から２．９Ｗ

／ｍ・Ｋのシリコーンゴムである接着部材１０３とを備

える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 を 送 受 信 す る 圧 電 素 子 と 、 前 記 圧 電 素 子 か ら 送 信 さ れ る 前 記 超 音 波 を 集 束 し て 被
検 体 に 当 て 、 前 記 被 検 体 に 当 て ら れ た 前 記 超 音 波 の う ち 前 記 被 検 体 か ら 反 射 さ れ る 超 音 波
を 受 け る 音 響 レ ン ズ と 、 前 記 圧 電 素 子 と 前 記 音 響 レ ン ズ と の 間 に 位 置 し 、 前 記 圧 電 素 子 と
前 記 音 響 レ ン ズ と の 間 で 送 受 信 さ れ る 前 記 超 音 波 及 び 前 記 被 検 体 か ら 反 射 さ れ る 前 記 超 音
波 を 効 率 よ く 伝 搬 さ せ る 音 響 整 合 層 と 、 前 記 圧 電 素 子 と 接 し 、 前 記 圧 電 素 子 を 固 定 さ せ る
背 面 負 荷 材 と か ら な る 超 音 波 素 子 部 と 、
　 前 記 超 音 波 素 子 部 を 収 納 す る 筺 体 と 、
　 前 記 筺 体 に 収 納 さ れ 、 前 記 背 面 負 荷 材 に 接 し 、 前 記 背 面 負 荷 材 を 介 し て 伝 わ る 前 記 圧 電
素 子 の 駆 動 に よ り 発 生 す る 熱 を 前 記 筺 体 内 に 放 熱 す る 放 熱 材 と 、
　 前 記 筺 体 内 で 前 記 超 音 波 素 子 部 及 び 前 記 放 熱 材 を 保 持 す る 充 填 材 と 、
　 前 記 放 熱 材 に 接 し 、 前 記 音 響 整 合 層 と 前 記 音 響 レ ン ズ と を 結 合 さ せ 、 結 合 さ れ た 前 記 音
響 整 合 層 と 前 記 音 響 レ ン ズ と の 間 で 発 生 す る 熱 を 前 記 放 熱 材 を 介 し て 前 記 筺 体 内 に 放 熱 さ
せ る 熱 伝 導 率 が ０ ． ９ か ら ２ ． ９ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ の シ リ コ ー ン ゴ ム で あ る 接 着 部 材 と を 、
　 備 え る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 充 填 材 が 、 前 記 接 着 部 材 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 超 音 波 を 送 受 信 す る 圧 電 素 子 と 、 前 記 圧 電 素 子 か ら 送 信 さ れ る 前 記 超 音 波 を 集 束 し て 被
検 体 に 当 て 、 前 記 被 検 体 に 当 て ら れ た 前 記 超 音 波 の う ち 前 記 被 検 体 か ら 反 射 さ れ る 超 音 波
を 受 け る 音 響 レ ン ズ と 、 前 記 圧 電 素 子 と 前 記 音 響 レ ン ズ と の 間 に 位 置 し 、 前 記 圧 電 素 子 と
前 記 音 響 レ ン ズ と の 間 で 送 受 信 さ れ る 前 記 超 音 波 及 び 前 記 被 検 体 か ら 反 射 さ れ る 前 記 超 音
波 を 効 率 よ く 伝 搬 さ せ る 音 響 整 合 層 と 、 前 記 圧 電 素 子 と 接 し 、 前 記 圧 電 素 子 を 固 定 さ せ る
背 面 負 荷 材 と か ら な る 超 音 波 素 子 部 と 、
　 前 記 超 音 波 素 子 部 を 収 納 す る 筺 体 と 、
　 前 記 筺 体 内 で 前 記 超 音 波 素 子 部 を 保 持 し 、 前 記 音 響 整 合 層 と 前 記 音 響 レ ン ズ と を 結 合 さ
せ 、 結 合 さ れ た 前 記 音 響 整 合 層 と 前 記 音 響 レ ン ズ と の 間 で 発 生 す る 熱 を 前 記 筺 体 内 に 放 熱
さ せ る 熱 伝 導 率 が ０ ． ９ か ら ２ ． ９ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ の シ リ コ ー ン ゴ ム で あ る 接 着 充 填 部 材 と を
、
　 備 え る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 接 着 充 填 部 材 が 、 前 記 背 面 負 荷 材 に 接 す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 駆 動 に よ っ て 生 じ る 熱 を 放 出 さ せ 、 診 断 画 像 の 感 度 劣 化 を 減 少 さ せ る 超 音 波
探 触 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 超 音 波 探 触 子 は 、 圧 電 素 子 と 、 音 響 整 合 層 と 、 音 響 レ ン ズ と 、 背 面 負 荷 材 と が 積
層 さ れ て い る 。 従 来 の 超 音 波 探 触 子 に つ い て 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、
超 音 波 探 触 子 は 、 電 気 音 響 変 換 素 子 で あ っ て 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 圧 電 素 子 ４ ０ ０ 、 １ 又
は ２ 以 上 の 層 か ら な る 音 響 整 合 層 ４ ０ １ 、 超 音 波 の 集 束 な ど を 行 う 音 響 レ ン ズ ４ ０ ２ 、 圧
電 素 子 ４ ０ ０ の 超 音 波 放 射 面 側 の 反 対 側 に 取 り 付 け ら れ た 背 面 負 荷 材 ４ ０ ３ か ら な る 超 音
波 素 子 部 ４ ０ ４ と 、 超 音 波 素 子 部 ４ ０ ４ を 収 納 す る 筺 体 ４ ０ ５ と 、 超 音 波 素 子 部 ４ ０ ４ と
筺 体 ４ ０ ５ と の 間 に 充 填 さ れ る 充 填 材 ４ ０ ７ と 、 背 面 負 荷 材 ４ ０ ３ を 介 し て 筺 体 ４ ０ ５ に
備 え 付 け ら れ た 放 熱 板 ４ ０ ６ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 不 図 示 の 超 音 波 診 断 装 置 か ら の 駆 動
信 号 に よ り 圧 電 素 子 ４ ０ ０ で 発 生 し た 超 音 波 は 、 音 響 整 合 層 ４ ０ １ 、 音 響 レ ン ズ ４ ０ ２ を
介 し て 不 図 示 の 被 検 体 に 照 射 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-61448 A 2006.3.9



【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 被 検 体 か ら 反 射 さ れ た 超 音 波 は 圧 電 素 子 ４ ０ ０ で 受 信 さ れ 、 電 気 信 号 に 変 換 さ
れ て 超 音 波 診 断 装 置 へ 送 ら れ て 処 理 さ れ る 。 こ の と き 、 圧 電 素 子 ４ ０ ０ の 内 部 損 失 や 、 音
響 整 合 層 ４ ０ １ と 音 響 レ ン ズ ４ ０ ２ と の 間 の 音 響 的 不 整 合 に よ る 損 失 に よ っ て 熱 が 発 生 す
る 。 こ の 熱 は 、 超 音 波 放 射 面 で あ る 音 響 レ ン ズ ４ ０ ２ か ら 外 部 に 放 出 さ れ る 。 こ こ で 、 超
音 波 探 触 子 の 超 音 波 放 射 面 の 温 度 、 す な わ ち 表 面 温 度 は Ｉ Ｅ Ｃ ６ ０ ６ ０ １ － ２ － ３ ７ な ど
に よ っ て 規 制 さ れ て お り 、 規 格 温 度 以 上 に す る こ と は で き な い 。 こ の 表 面 温 度 と 、 超 音 波
診 断 装 置 か ら の 駆 動 電 圧 と に は 相 関 が あ り 、 駆 動 電 圧 を 増 加 さ せ る と 表 面 温 度 は 上 昇 す る
。 通 常 、 表 面 温 度 を 規 格 以 内 に 収 め る た め に 、 超 音 波 診 断 装 置 か ら の 駆 動 電 圧 を 抑 制 し て
い る 。 こ の た め 、 従 来 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 放 熱 板 ４ ０ ６ に よ っ て 放 熱 し て い る 。 な お 、
上 述 し た よ う な 従 来 の 超 音 波 探 触 子 が 下 記 の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ９ ４ ５ ４ ０ 号 公 報 （ 図 ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た よ う な 従 来 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 圧 電 素 子 ４ ０
０ よ り 背 面 負 荷 材 ４ ０ ３ 側 、 す な わ ち 超 音 波 放 射 面 と 反 対 側 の 熱 は 抑 制 で き る 。 し か し 、
音 響 整 合 層 ４ ０ １ と 音 響 レ ン ズ ４ ０ ２ と の 間 の 音 響 的 不 整 合 に よ っ て 発 生 す る 超 音 波 放 射
面 側 の 熱 は 、 抑 制 で き ず 、 そ の 熱 に よ り 表 面 温 度 が 上 昇 し て し ま う 。 そ の た め 、 超 音 波 診
断 装 置 か ら の 駆 動 電 圧 を 減 少 さ せ る 必 要 が あ り 、 こ れ に よ り 超 音 波 探 触 子 が 送 信 す る 超 音
波 の 音 響 出 力 を 減 少 さ せ な け れ ば な ら ず 、 診 断 画 像 の 感 度 が 劣 化 す る と い う 問 題 が 起 こ っ
て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 表 面 温 度 の 上 昇 を 抑 え 、 高
感 度 の 診 断 画 像 を 得 る こ と が で き る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 圧 電 素 子 と
、 前 記 圧 電 素 子 か ら 送 信 さ れ る 前 記 超 音 波 を 集 束 し て 被 検 体 に 当 て 、 前 記 被 検 体 に 当 て ら
れ た 前 記 超 音 波 の う ち 前 記 被 検 体 か ら 反 射 さ れ る 超 音 波 を 受 け る 音 響 レ ン ズ と 、 前 記 圧 電
素 子 と 前 記 音 響 レ ン ズ と の 間 に 位 置 し 、 前 記 圧 電 素 子 と 前 記 音 響 レ ン ズ と の 間 で 送 受 信 さ
れ る 前 記 超 音 波 及 び 前 記 被 検 体 か ら 反 射 さ れ る 前 記 超 音 波 を 効 率 よ く 伝 搬 さ せ る 音 響 整 合
層 と 、 前 記 圧 電 素 子 と 接 し 、 前 記 圧 電 素 子 を 固 定 さ せ る 背 面 負 荷 材 と か ら な る 超 音 波 素 子
部 と 、 前 記 超 音 波 素 子 部 を 収 納 す る 筺 体 と 、 前 記 筺 体 に 収 納 さ れ 、 前 記 背 面 負 荷 材 に 接 し
、 前 記 背 面 負 荷 材 を 介 し て 伝 わ る 前 記 圧 電 素 子 の 駆 動 に よ り 発 生 す る 熱 を 前 記 筺 体 内 に 放
熱 す る 放 熱 材 と 、 前 記 筺 体 内 で 前 記 超 音 波 素 子 部 及 び 前 記 放 熱 材 を 保 持 す る 充 填 材 と 、 前
記 放 熱 材 に 接 し 、 前 記 音 響 整 合 層 と 前 記 音 響 レ ン ズ と を 結 合 さ せ 、 結 合 さ れ た 前 記 音 響 整
合 層 と 前 記 音 響 レ ン ズ と の 間 で 発 生 す る 熱 を 前 記 放 熱 材 を 介 し て 前 記 筺 体 内 に 放 熱 さ せ る
熱 伝 導 率 が ０ ． ９ か ら ２ ． ９ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ の シ リ コ ー ン ゴ ム で あ る 接 着 部 材 と を 備 え る 。 こ
の 構 成 に よ り 、 表 面 温 度 の 上 昇 を 抑 え 、 高 感 度 の 診 断 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 に お け る 前 記 充 填 材 が 前 記 接 着 部 材 で あ る こ と は 、 本 発 明
の 好 ま し い 態 様 で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 発 生 し た 熱 に 対 し て 、 よ り 高 い 放 熱 効 果 が 得 ら
れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 圧 電 素 子 と 、 前 記 圧 電 素 子 か ら 送
信 さ れ る 前 記 超 音 波 を 集 束 し て 被 検 体 に 当 て 、 前 記 被 検 体 に 当 て ら れ た 前 記 超 音 波 の う ち
前 記 被 検 体 か ら 反 射 さ れ る 超 音 波 を 受 け る 音 響 レ ン ズ と 、 前 記 圧 電 素 子 と 前 記 音 響 レ ン ズ
と の 間 に 位 置 し 、 前 記 圧 電 素 子 と 前 記 音 響 レ ン ズ と の 間 で 送 受 信 さ れ る 前 記 超 音 波 及 び 前
記 被 検 体 か ら 反 射 さ れ る 前 記 超 音 波 を 効 率 よ く 伝 搬 さ せ る 音 響 整 合 層 と 、 前 記 圧 電 素 子 と
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接 し 、 前 記 圧 電 素 子 を 固 定 さ せ る 背 面 負 荷 材 と か ら な る 超 音 波 素 子 部 と 、 前 記 超 音 波 素 子
部 を 収 納 す る 筺 体 と 、 前 記 筺 体 内 で 前 記 超 音 波 素 子 部 を 保 持 し 、 前 記 音 響 整 合 層 と 前 記 音
響 レ ン ズ と を 結 合 さ せ 、 結 合 さ れ た 前 記 音 響 整 合 層 と 前 記 音 響 レ ン ズ と の 間 で 発 生 す る 熱
を 前 記 筺 体 内 に 放 熱 さ せ る 熱 伝 導 率 が ０ ． ９ か ら ２ ． ９ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ の シ リ コ ー ン ゴ ム で あ
る 接 着 充 填 部 材 と を 備 え る 。 こ の 構 成 に よ り 、 表 面 温 度 の 上 昇 を 抑 え 、 高 感 度 の 診 断 画 像
を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 に お け る 前 記 接 着 充 填 部 材 が 、 前 記 背 面 負 荷 材 に 接 す る 構
造 で あ る こ と は 、 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 圧 電 素 子 に よ っ て 生 じ
る 熱 を 筺 体 全 体 に 拡 散 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 構 成 を 有 し 、 表 面 温 度 の 上 昇 を 抑 え 、 高 感 度 の 診 断 画 像
を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 ＜ 第 １ の 実 施 の 形 態 ＞
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に つ い て 図 １ 及 び 図 ２ を 用 い て 説
明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 概 略 断 面 図 で あ る 。 図 ２
は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 表 面 温 度 変 化 に つ い て の 説 明 図 で あ る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま ず 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に つ い て 図 １ を 用 い て 説 明 す る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 超 音 波 探 触 子 は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 圧 電 素 子 １ ０ ０ 、 超 音 波 を 効 率
よ く 伝 搬 さ せ る た め の 樹 脂 な ど が 用 い ら れ る １ 又 は ２ 層 以 上 の 音 響 整 合 層 １ ０ １ 、 被 検 体
と 接 し 、 超 音 波 を 絞 る （ 集 束 さ せ る ） た め の 音 響 レ ン ズ １ ０ ２ 、 音 響 整 合 層 １ ０ １ と 音 響
レ ン ズ １ ０ ２ と を 接 着 す る た め の 接 着 剤 １ ０ ３ 、 圧 電 素 子 １ ０ ０ を 機 械 的 に 保 持 し 、 か つ
不 要 な 超 音 波 を 減 衰 さ せ る 機 能 を 有 す る 背 面 負 荷 材 １ ０ ４ か ら 構 成 さ れ る 超 音 波 素 子 部 １
０ ５ と 、 超 音 波 素 子 部 １ ０ ５ を 収 納 す る プ ラ ス チ ッ ク な ど の 樹 脂 で で き た 筺 体 １ ０ ６ と 、
超 音 波 素 子 部 １ ０ ５ で 発 生 し た 熱 を 放 熱 さ せ る 放 熱 板 １ ０ ７ と 、 筺 体 １ ０ ６ 内 で 超 音 波 素
子 部 １ ０ ５ を 保 持 す る た め の 充 填 材 １ ０ ８ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 圧 電 素 子 １ ０ ０ に は 、 Ｐ Ｚ Ｔ （ チ タ ン 酸 ジ ル コ ン 酸 鉛 ） 系 な ど の 圧 電 セ ラ ミ ッ
ク ス 、 単 結 晶 、 及 び Ｐ Ｖ Ｄ Ｆ （ ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン ） な ど の 高 分 子 な ど が 用 い ら れ る 。
ま た 、 音 響 レ ン ズ １ ０ ２ に は 、 例 え ば シ リ コ ー ン ゴ ム な ど が 用 い ら れ る 。 ま た 、 放 熱 板 １
０ ７ に は 、 例 え ば 金 属 、 金 属 箔 を 積 層 さ せ た 絶 縁 体 、 グ ラ フ ァ イ ト な ど の 熱 伝 導 に 優 れ た
材 料 が 用 い ら れ る 。 ま た 充 填 材 １ ０ ８ に は 、 例 え ば エ ポ キ シ な ど の 樹 脂 や 発 砲 ウ レ タ ン な
ど 発 砲 性 の あ る 材 料 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 圧 電 素 子 １ ０ ０ は 、 不 図 示 の 超 音 波 診 断
装 置 か ら 供 給 さ れ る 駆 動 電 圧 を 電 気 ・ 音 響 変 換 効 果 に よ っ て 、 超 音 波 を 発 生 さ せ る 。 発 生
し た 超 音 波 は 、 音 響 整 合 層 １ ０ １ 、 接 着 剤 １ ０ ３ 、 音 響 レ ン ズ １ ０ ２ を 介 し て 不 図 示 の 被
検 体 に 照 射 さ れ る 。 照 射 さ れ て 反 射 し た 超 音 波 は 、 音 響 レ ン ズ １ ０ ２ 、 接 着 剤 １ ０ ３ 、 音
響 整 合 層 １ ０ １ を 介 し て 圧 電 素 子 １ ０ ０ に 受 信 さ れ る 。 超 音 波 を 受 信 し た 圧 電 素 子 １ ０ ０
は 、 電 気 ・ 音 響 変 換 効 果 に よ っ て 電 気 信 号 に 変 換 し 、 変 換 さ れ た 電 気 信 号 を 超 音 波 診 断 装
置 へ 送 信 す る 。 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 受 信 し た 電 気 信 号 に 基 づ い て 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 際 、 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス が 約 ３ Ｍ Ｒ ａ ｙ ｌ の 音 響 整 合 層 １ ０ １ と 、 音 響 イ ン ピ ー ダ
ン ス が 約 １ ． ４ ～ １ ． ６ Ｍ Ｒ ａ ｙ ｌ の 音 響 レ ン ズ １ ０ ２ と の 間 で 、 音 響 的 な 不 整 合 に よ る
内 部 損 失 に よ っ て 熱 が 発 生 し 、 音 響 レ ン ズ １ ０ ２ の 表 面 、 す な わ ち 超 音 波 探 触 子 の 表 面 温
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度 が 上 昇 す る 。 上 述 し た よ う に 、 超 音 波 探 触 子 の 表 面 温 度 に は 、 被 検 体 で あ る 人 体 に 影 響
が な い よ う に 、 あ る 程 度 以 上 上 昇 さ せ て は い け な い と い う 規 制 が あ り 、 通 常 、 超 音 波 診 断
装 置 か ら の 駆 動 電 圧 の 最 大 値 を 抑 制 し 、 表 面 温 度 が 規 制 値 以 下 に な る よ う に し て い る 。 す
な わ ち 表 面 温 度 の 規 制 に よ り 、 超 音 波 探 触 子 の 感 度 は 抑 制 さ れ て い る 。 ま た 、 超 音 波 探 触
子 の 表 面 温 度 の 上 昇 を 抑 え る た め に 、 接 着 剤 １ ０ ３ に 工 夫 が な さ れ て い る 。 接 着 剤 １ ０ ３
の 特 徴 に つ い て 以 下 で 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 接 着 剤 １ ０ ３ の 材 料 と し て は 、 接 着 強 度 が 高 い も の で あ る こ と が 前 提 で あ り 、 音 響 整 合
層 １ ０ １ の よ う な エ ポ キ シ 樹 脂 を 接 着 す る に は 多 く の 接 着 剤 が あ る 。 し か し 、 シ リ コ ー ン
ゴ ム の よ う な 音 響 レ ン ズ １ ０ ２ と 音 響 整 合 層 １ ０ １ と を 接 着 す る も の は あ ま り な い た め 、
接 着 剤 １ ０ ３ の 材 料 と し て は 、 シ リ コ ー ン ゴ ム な ど の 材 料 に 限 定 さ れ て い た 。 し か し な が
ら 、 従 来 の シ リ コ ー ン ゴ ム の 接 着 剤 は 、 熱 伝 導 率 が ０ ． ２ ５ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ 以 下 の も の で あ っ
た 。 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 接 着 剤 １ ０ ３ と し て 、 熱 伝 導 率 が ０ ． ９ ～ ２ ． ９ Ｗ
／ ｍ ・ Ｋ の シ リ コ ー ン ゴ ム を 用 い る こ と に よ っ て 、 音 響 整 合 層 １ ０ １ と 音 響 レ ン ズ １ ０ ２
と の 間 に 発 生 す る 熱 を 接 着 剤 １ ０ ３ を 介 し て 放 熱 板 １ ０ ７ へ 放 出 さ せ る よ う に し て い る 。
こ れ に よ り 、 超 音 波 探 触 子 の 表 面 温 度 の 上 昇 を 抑 え る こ と が で き 、 超 音 波 診 断 装 置 か ら の
駆 動 電 圧 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 高 感 度 の 診 断 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 接 着 剤 １ ０ ３ に は 、 高 熱 伝 導 性 物 質 を 配 合 し た シ リ コ ー ン な ど が 用 い ら れ 、 例 え ば
Ｋ Ｅ ３ ４ ６ ６ や Ｋ Ｅ ３ ４ ６ ７ （ 信 越 シ リ コ ー ン 株 式 会 社 製 ） 、 Ｓ Ｅ ４ ４ ５ ０ （ 東 レ ・ ダ ウ
コ ー ニ ン グ ・ シ リ コ ー ン 株 式 会 社 製 ） が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 表 面 温 度 変 化 に つ い て 図 ２ を
用 い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 測 定 開 始 （ ０ ｓ ） か ら の 温 度 変 化 を 示 し て い る 。 図 ２ よ り 、 本
発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 は 、 従 来 の 超 音 波 探 触 子 と 比 べ 、 表 面 温 度 を
抑 え ら れ る こ と が わ か る 。 こ の 表 面 温 度 の 上 昇 の 抑 制 に よ っ て 、 超 音 波 診 断 装 置 か ら の 駆
動 電 圧 を 約 １ ． ０ ｄ Ｂ 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 超 音 波 診 断 画 像 の 感 度 を １ ．
０ ｄ Ｂ 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 以 上 の こ と か ら 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音
波 探 触 子 を 用 い る こ と に よ っ て 、 超 音 波 探 触 子 の 表 面 温 度 の 上 昇 を 抑 え 、 超 音 波 診 断 装 置
か ら の 駆 動 電 圧 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 高 感 度 の 診 断 画 像 を 得 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 充 填 材 １ ０ ８ に 用 い ら れ る 材 料 と し て 、 従 来 よ り 用 い ら れ て き た エ ポ キ シ 樹 脂 な
ど の 熱 伝 導 率 は 、 ０ ． １ ９ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ 程 度 で あ り 、 十 分 な 熱 伝 導 は で き な い 。 し か し 、 充
填 材 １ ０ ８ に 熱 伝 導 率 が ０ ． ９ ～ ２ ． ９ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ の シ リ コ ー ン ゴ ム を 用 い る こ と で 、 音
響 整 合 層 １ ０ １ と 音 響 レ ン ズ １ ０ ２ と の 間 の 熱 は 、 接 着 剤 １ ０ ３ 、 放 熱 板 １ ０ ７ を 介 し て
充 填 材 １ ０ ８ へ 伝 わ り 、 放 熱 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 単 一 の 超 音
波 探 触 子 の 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 他 に 圧 電 素 子 を 複 数 配 列 し た 、 い わ ゆ る ア レ イ
型 超 音 波 探 触 子 に 本 発 明 を 用 い て も 同 様 の 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ＜ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ＞
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に つ い て 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。
図 ３ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 概 略 断 面 図 で あ る 。 第 ２ の 実 施 の
形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 と 同 様 の 構 成 部 分 も
あ る た め 、 異 な る 構 成 部 分 に 関 し て 説 明 す る 。 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 は 、
第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 構 成 要 素 で あ る 放 熱 板 １ ０ ７ を 有 し て お ら ず 、 音
響 整 合 層 １ ０ １ と 音 響 レ ン ズ １ ０ ２ と の 間 の 接 着 剤 と 、 筺 体 １ ０ ６ 内 で 超 音 波 素 子 部 １ ０
５ を 保 持 す る 充 填 材 と を 同 一 の 材 料 に よ っ て 構 成 し た も の で あ る 。 こ こ で は 、 こ の 接 着 剤
と 充 填 材 と を 総 称 し て 接 着 充 填 材 ３ ０ ０ と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 接 着 充 填 材 ３ ０ ０ と し て 、 熱 伝 導 率 が ０ ． ９ ～ ２ ． ９ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ の シ リ コ ー ン ゴ ム を 用
い る こ と で 、 音 響 整 合 層 １ ０ １ と 音 響 レ ン ズ １ ０ ２ と の 間 に 生 じ る 熱 は 、 音 響 整 合 層 １ ０
１ の 超 音 波 放 射 面 か ら 接 着 充 填 材 ３ ０ ０ を 通 り 、 筺 体 １ ０ ６ 内 全 体 に 広 が り 、 放 熱 効 果 が
も た ら さ れ る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 探 触 子 の 表 面 温 度 の 上 昇 を 抑 え る こ と が で き 、 超 音 波
診 断 装 置 か ら の 駆 動 電 圧 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 高 感 度 の 診 断 画 像 を 得 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 接 着 充 填 材 ３ ０ ０ が 圧 電 素 子 １ ０ ０ や 背 面 負 荷 材 １ ０ ４ に 接 す る こ と に よ り 、 圧
電 素 子 １ ０ ０ の 内 部 損 失 に よ る 熱 を 抑 制 し 、 超 音 波 探 触 子 の 表 面 温 度 の 上 昇 を 抑 え る こ と
が で き 、 超 音 波 診 断 装 置 か ら の 駆 動 電 圧 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 高 感 度 の
診 断 画 像 を 得 る こ と が で き る 。 な お 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 単 一 の 超 音 波 探 触 子 の 場 合
に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 他 に 圧 電 素 子 を 複 数 配 列 し た 、 い わ ゆ る ア レ イ 型 超 音 波 探 触 子
に 本 発 明 を 用 い て も 同 様 の 効 果 が あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 は 、 表 面 温 度 の 上 昇 を 抑 え 、 高 感 度 の 診 断 画 像 を 得 る こ と が
で き る た め 、 駆 動 に よ っ て 生 じ る 熱 を 放 出 さ せ 、 診 断 画 像 の 感 度 劣 化 を 減 少 さ せ る 超 音 波
探 触 子 な ど に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 概 略 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 表 面 温 度 変 化 に つ い て の 説 明 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 概 略 断 面 図
【 図 ４ 】 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ ０ ０ 、 ４ ０ ０ 　 圧 電 素 子
　 １ ０ １ 、 ４ ０ １ 　 音 響 整 合 層
　 １ ０ ２ 、 ４ ０ ２ 　 音 響 レ ン ズ
　 １ ０ ３ 　 接 着 剤 （ 接 着 部 材 ）
　 １ ０ ４ 、 ４ ０ ３ 　 背 面 負 荷 材
　 １ ０ ５ 、 ４ ０ ４ 　 超 音 波 素 子 部
　 １ ０ ６ 、 ４ ０ ５ 　 筺 体
　 １ ０ ７ 、 ４ ０ ６ 　 放 熱 板 （ 放 熱 材 ）
　 １ ０ ８ 、 ４ ０ ７ 　 充 填 材
　 ３ ０ ０ 　 接 着 充 填 材 （ 接 着 充 填 部 材 ）
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们之间产生的热量通过散热材料散发到壳体中。 并且，粘合构件103是
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